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観点 留意点 具体例

1特別支援教育
への配慮

❶本文やNew Words、Key Sentencesなど、紙面上の要素のデザインや配置を統一し
ているので、学習の流れを見通すことができ、安心して学習に取り組むことができます。

❷二次元コードをパートごとに配し、音声学習に取り組みやすくしています。

❶❷ pp.9～16 Unit 1「What 
is special about Japanese 
pop culture?」

2ユニバーサル
デザインへの
取り組み

Unit、Stage Activityの２つ
のメイン単元があり、それに
付随してより実践的な英語力
を つ け る た め のReal Life 
EnglishやLet’s Readも 配 置
されています。Unit内の単元
末活動（Unit Activity）を積
み重ねることで、学期末の
Stage Activityへと到達でき
ます。このように構成を規則
的にし、学習のユニバーサル
デザイン化を図っています。

pp.2～３　目次
「学習の見通しを
立てよう」
p.39 Real Life 
English Scene 3
「グラフや表の活用
─レポート─」
pp.96～100 Let’s 
Read 3「Coloring 
O u t s i d e  t h e 
Lines」

図書の
構成・
内容

留意点 具体例

全体

❶基礎・基本となる文や文構造、文法を系統的に学ぶと同時に、そ
れらを単なる知識としてではなく、目的・場面・状況に合わせて
活用できるコミュニケーションの力として育成することをめざし
ています。（第１号）

❷各Unitで取り上げる題材を通して、異なる文化の発想や考え方を
知り、広い視野でものごとをとらえる力や相手の立場に立って理
解しようとする態度を育成します。（第１号）

❸生徒の心情に訴える題材を取り上げ、思いやりや生命の尊さ、郷
土を愛する心、国際理解などの道徳心を培いつつ、昨今の世界情
勢を踏まえた平和教育の題材を取り扱っています。（第１号）

❹学年３回の節目で行うStage Activityや巻末には、生徒の興味関
心に結びついた語彙集や資料があり、豊かな自己表現を促します。
（第１号）

❺Real Life Englishでは、言語の使用場面や働きを踏まえたコミュ
ニケーション活動を行い、実生活に生かすことができます。（第２号）

❻Unitの中に働く人の姿を織り込み、働くことに関する意識の醸成
をめざしています。（第２号）

❼学校での活動や他教科の学習に配慮して教材を配置しています。生
徒は、自らの学校生活と重ねて学習が進められます。（第２号）

❽対話的な学習を促すために、ペアやグループで取り組む活動を豊
富に用意し、相手意識を持ってコミュニケーションを行ったり、
相手の立場に立って考えたり、協力し合ったりする態度を育みます。
また対話の方法として、主張と理由を伝え合うミニディベートも
取り扱っています。（第３号）

❾イラストや写真を含め、ジェンダーにとらわれることなく男女が
協力して生きる様子を取り上げています。また、誰もが住みやす
い社会をめざす取り組みを題材として扱っています。（第３号）

�自然を大切にしたり、環境の保全を強く意識したりするような題
材を取り上げています。（第４号）

�世界に日本の良さを発信しようとする生徒を育成するために、伝
統や文化、自然に関する題材を取り上げています。（第５号）
�国語との関連を図り、日本語との関連から、英語について学べるよ
うな資料を掲載し、言葉への豊かな感性と情操を育成します。（第５号）
�グローバル社会で生きることを意識し、海外の生活や文化を理解
した上で、尊重する心を育み、国際社会の平和と発展に寄与する
態度を養います。（第５号）

❶p.９ Unit １「What is special about Japanese  pop culture?」
のPreview、p.10、11、13、15のActivity １～４、p.16
のUnit Activity

❷pp.51～58 Unit 4「How can we help each other in a 
disaster?」

　

　pp.77～84 Unit 6「What does it mean to be a global 
citizen?」

❸pp.46～49　Let’s　Read 1「A Mother’s Lullaby」
　pp.61～68 Unit 5「What makes a good leader?」
❹pp.42～45　Stage Activity １「Discover Japan」
❺p.17 Real Life English Scene １「ディスカッション」　
　p.27 Real Life English Scene ２「講演」
　p.59 Real Life English Scene ４
　「町中での手助け─申し出る─」
❻pp.19～26 Unit 2「How do you choose your clothes?」
❼pp.72～75　 Stage Activity ２「My Activity Report」
❽pp.9～16 Unit 1「What is special about Japanese 

pop culture?」
　pp.88～91　Stage Activity ３　「Let’s Have a Mini Debate」
❾pp.77～84 Unit 6 「What does it mean to be a global 

citizen?」
�pp.31～38 Unit 3「How can we save animals?」
　pp.92～95 Let’s Read ２「Power Your Future」
�pp.9～16 Unit 1「What is special about Japanese pop 

culture?」、pp.42～45 Stage Activity 1「Discover Japan」
�p.18 Learning Japanese in English
�pp.77～84 Unit 6「What does it mean to be a global 

citizen?」
　pp.102～104　Further Reading「Malala Yousafzai: 

Education First」

（１）全ての生徒が使いやすい紙面への配慮

日本国内の国際化
にも目を向け、災
害時の外国人支援
を扱います。

対照表２

上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色３

Let’s Read 3

96 ｜ninety-six

5 

10

 When you were little, what picture book did 

you like to read?  One of the most popular picture 

books is probably The Very Hungry Caterpillar.  In 

the book, a caterpillar comes out of its egg, eats a 

lot, and finally becomes a beautiful butterfly.  

Children can learn the names of foods, days of the 

week, and how to count.  Actually, the author also 

put in some important messages.

 The name of the author is Eric Carle.  He 

was born in 1929 in New York.  When he was six 

years old, he moved to Germany.  He was a boy 

who loved drawing, and went to an art school.  He 

moved back to New York in 1952, and started a 

job as a graphic designer for The New York Times.

 [128 words]

CAN-DO �伝記を読んで、人物の歩みや功績を読み取り、  

自分の感想を述べることができる。

Coloring
 Outside
  the Lines

New Words

 probably [pr!b6bli] たぶん

 count [káunt] 数える

 author [$\˙6R] 著者、作家 

 Germany [dΩ^\Rm6ni]  
ドイツ［国名］

 art school [!\Rt skù\l] 美術学校

 graphic designer  
[gr@fik dizáin6R]  
グラフィックデザイナー

 Eric Carle [érik k!\Rl]  
エリック・カール［人名］

 New York [nJù\ j$\Rk]  
ニューヨーク［州名、都市名］

 The New York Times  
[ø6 nJú\ j¢\Rk táimz]  
『ニューヨークタイムズ』［新聞名］
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3造本上の工夫

❶GIGAスクール構想に対応して、視聴覚教材での学びが適しているものは紙面からデジタルコンテンツに移し、A4判の紙
面には余白を残して、生徒が手書きでの書き込みができるようにしています。また、指導時数も全体で11時間削減し、
140時間の７割で指導を終えて、残りの３割は端末を使った個別最適な学びに充てることを前提に、過度な負担を極力お
さえるように編修しています。
❷ページ数を抑えた上、最大限に軽量化された、薄くても裏写りしにくい用紙を使用しています。
❸特殊な糊を使って製本し、ページが大きく開くため、外側に折り返して手に持っても、ページがはがれず、堅牢な
つくりです。

❹印刷は鮮明で、豊富な写真やイラストを効果的に配置しています。

（２）今日的な課題への取り組み

観点 留意点 具体例

1防災・安全 
３年間を通して関連する教材を扱うなどして、防災や安全の視点を重視し
ています。

pp.51～58 Unit 4「How can we help each 
other in a disaster?」

2環境・資源・
エネルギー

Unitでは自然や文化を守る取り組みを、Let’s Readでは今日我々が直面
する環境問題を、テーマとして大きく扱っています。

pp.92～95 Let ’s Read 2「Power Your 
Future」

3多様性・
　人権への配慮

題材や人物の出身国は、英語圏や非英語圏、日本とできるだけ多様な世界の国々
からステレオタイプを避けて設定しています。それぞれの国の良さや違いを感じた
り、言語や文化に対する理解を深めたりできるようにしています。また男女のバラ
ンスにも配慮しています。

扱う国や人物：インド、南アフリカ共和国
（Unit 5）、アフガニスタン（Unit 6）、アゼル
バイジャン（Let’s Read 2）、中国系カナダ人
のチェン先生ほか

4伝統・文化 日本の伝統・文化の良さを海外に発信し、新たな視点から自国への理解を
深めます。

p.18 Learning Japanese in English
pp.42～45 Stage Activity 1「Discover Japan」

5SDGs・
　道徳教育と
の関連

❶多様な国々を取り上げることで、世界へ目を向け、視野を広げ、平和・
国際貢献の精神を育てることができるようにしています。

❷ペアやグループの学習、発表するときなど、相手意識を持って伝え合い、
伝わる喜びを感じられるように配慮しています。

❶pp.77～84 Unit 6「What does it mean to 
be a global citizen?」

❷pp.88～91
　Stage Activity ３
　「Let’s Have a Mini 
　Debate」

6小中高の 

連携

❶小中高の連携を図るため、学習指導要領をもとにした東京書籍版CAN-
DOリストを作成し、それに則って学習目標を設定しています。

❷３年生では、高等学校の学習へ円滑につなぐため、段階的なリーディン
グの語数増と課題設定に加え、文章構成などを解説しています。巻末に
は発展的な語彙集もあります。

❶巻末CAN-DOリスト
❷p.5 学び方コーナー３
　「パラグラフ・ライティング」
　pp.141～144 
　Word Room

7言語力の育
成

❶レポートでの事実の示し方、ディベートでの意見の述べ方など、国語に
おける留意点と共通性を持たせ、連携を図っています。

❷非連続型テキストの読解力の育成にも配慮し、グラフの読み取りなどを
取り上げています。

❶❷p.10 Unit 1「What is 
　special about Japanese pop culture?」
　p.39 Real Life English Scene 3「グラフや
表の活用─レポート─」

（３）学校教育を取り巻く諸課題への取り組み

39thirty-nine｜

STEP 1 レポートの構成を確認しよう

STEP 2 事実と意見を表す表現を確認しよう

STEP 3 レポートを書こう

純が書いたレポートと、そのもとになった資料です。レポートの中の（　　　）に入るのは何年ですか。

純のレポートの中で、次のような働きをする表現を見つけましょう。
・資料にもとづいた情報であることを示す表現（→　　を引きましょう。）
・自分自身の感想や意見であることを示す表現（→　　を引きましょう。）

日本国内の絶滅のおそれのある動物について、右の表から読み取れる情報と
自分の感想や意見をレポートにまとめましょう。また、環境省のウェブサイ
トなどで、さらに詳しい情報を調べて追加しましょう。

グラフや表の活用
―レポート―

Introduction
・資料の紹介

Body
・説明

Conclusion
・感想や意見

5

10

 This graph shows the increase 
in the number of crested ibises after 
2008.

 The number of wild crested ibises 

was very small.  People started to 

breed crested ibises from China.  Then 

they released them into the wild.  The 

population started to increase, and the 

number reached 440 in ( ). 

Change in the Population of Crested Ibises

P
op

u
la

ti
on

Year
環境省「トキ野生復帰の取組評価」（2021）
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日本国内の絶滅のおそれのある動物について、資料から読み取った情報
をレポートにまとめることになりました。

目的・場面・状況

 Nowadays, people still continue 
to help crested ibises increase their 
population.  I think crested ibises 
may fly all over Japan like before.  

Scene 3

Real Life
English

Writing

[71 words]
New Words

 breed [brí\d]

 release(d) [rilí\s(d)]

 reach(ed) [rí\tƒ(t)]

 nowadays [náu6dèiz]

 continue(d) [k6ntínju\(d)]

 crested ibis(es)  
[kréstid áibis(iz)] トキ

This graph shows the increase in the number of crested ibises.
このグラフはトキの数が増加していることを示しています。

Key Expressions

日本国内における
絶滅のおそれのある動物種とその例

哺
ほ
乳
にゅう
類 63種 イリオモテヤマネコ、

ラッコなど

鳥類 152種 コウノトリ、
シマフクロウなど

両生類 67種 アベサンショウウオ、
ナミエガエルなど

 環境省「環境省レッドリスト2020」（2020）

CAN-DO  資料から読み取った情報について、事実と意見  
をわけて書くことができる。
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観点 留意点 具体例

1先生がたの
働き方改革
への貢献

❶１ページあたり１時間を基本とし、時間配当や年間指導計画を把握しやすい構成に
しています。

❷各Unitのパート構成を同じにしているため、学習の流れを見通しやすくなっています。
❸Unitでは扉の写真を使ってオーラルイントロを行うことができ、単元の導入から英語を
　使えるため、全体として「英語で授業」がしやすい流れを作っています。
❹UnitのタイトルでもあるUnit Questionの発問は、Unitを通して考え続ける内容となっ

❶pp.2～3 目次「学習の見通しを
立てよう」

❷❸❹ pp. 9～16 Unit 1「What is special 
about Japanese pop culture?」

❺❻pp.72～75 Stage Activity 2
　「My Activity Report」

　ており、題材を通して英語の「見方・考え方」を身につけ、学びを深められるように配慮しています。
❺活動で発話・対話したり、書いたりする際の例文を紙とデジタルに示し、指導の際にも生徒自身が学習する際にも活用できます。
❻Stage Activityでは、カナダの中学生からのビデオレターでやり取りする設定で、写真や動画で生徒の活動の姿が見えるよ
うにしており、国際交流の疑似体験ができるようにしています。

2カリキュラ
ム・マネジ
メント・地
域連携

❶他教科と特に関連を図ったページにはマーク を示し、該当
の内容を多面的に、より深く学べるように配慮しています。
❷デジタルコンテンツを活用しながら個別最適な学習ができ
るように、紙面の文字量を調整し、生徒が自分自身の学習
活動に能動的に関わりたくなる工夫を随所に施しています。
デジタルマップは地域での方針に沿って伸縮自在に複式学
級や少人数授業、家庭学習に活用できる読み物教材です。

❶p.40「Learning Science in 
English」

　p.86 「Learning Social Studies 
in English」

❷デジタルマップ　（多読用ご当地
リーディング）

3GIGAスク
ール構想の
推進（個別
最 適 な 学
び・協働的
な学びのた
めに）

❶紙面に付した二次元コードを機器で読み取ることで、本文と語句欄の音声（スピード変更、
スラッシュ読み、カラオケ機能、マスク機能付き）や文法解説動画などを視聴できる
ため、学校でも家庭でも音声や動画を活用した学習ができます。

❶p.1「デジタルコンテンツを学習に
活用しよう！」

❷p.9 Unit １のPreview

❷Unitの最初に配置しているPreviewには、二次元コードからアニメーションと音声を視聴できるので、そのUnitで扱
っている文法項目を使う「目的・場面・状況」を予想することができ、意味のある文法学習の導入となります。

❸制度化された学習者用デジタル教科書の使用によって、必要な部分を大きくして見たり、音声へのアクセスが簡単にできたり、日
本語訳を活用した学習ができたりするため、英語学習の最適な学びの環境を全ての中学生に保障します。

▲他教科関連マーク



クラスメートの
新しい一面を
知ろう。

Unit

0

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表、配合授業時間数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

105-68 中学校 外国語 英語 第３学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教　科　書　名

2 東書 英語002-92 NEW HORIZON English Course 3

Activityを積み上げて単元末のゴールの姿を評価1

３年生の新学期。中学校生活も３年目に入り
クラスメートのことはほぼ知っているつもりだったけれど
英語で話してみてあらためて知る意外な一面も！
Book２の表現を振り返ります。

編修上特に意を用いた点や特色１
中学３年生の学びから、

  誰一人取り残さない英語教育   をめざした教科書です。
令和の日本型学校教育を実現するために、この教科書には次のような工夫があります。

［５領域をバランスよく育成］
単元 パート 聞く 読む やり

取り 発表 書く

Unit

Preview ◎ 単元導入のためのリスニング
Part 1・２ ○ ◎ ◎ 〇 ○ 本文と、場面のある代入練習

Before You Read／
Read and Think 1・2 〇 ◎ 〇 〇 〇

Partの本文を受けて、読み物
（Read and Think）を読むに至る目的・
場面・状況を導くリスニングと本文

Unit Activity ○ ○ ○ ◎ ◎ 単元末活動

Stage Activity ○ ○ ◎ ◎ ◎ 4技能統合、定番テーマでのまとめ

Real Life English／Let’s Read ◎ ◎ ◎ ◎ 実生活密着の英会話など／読書

Grammar for Communication ○ ○ ○ ○ 文法の整理

年間指導計画（縦軸）の流れ

別紙様式第５−２号 （日本工業規格A列４番）
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Unit 6 までに学習したことを使って、
主張とその理由を明確にしながら、

ミニディベートをしよう。

Stage Activity 3

Unit 4 ～ 5 で学習したことを使って、
これまでの経験をふり返って活動報告を発表しよう。

Unit

6

Unit 1 ～ 3 で学習したことを使って、
日本や郷土の文化などについて、
詳
くわ

しい情報を加えて説明しよう。

Stage Activity 2

― 活動を積み上げる手順がわかり、学習が見通せる全体構成 ―
この教科書は、年間指導計画（縦軸・左図）と単元のまとまり（横軸本
資料p.7）とが、有機的に規則性・系統性を持って設計されています。こ
の構造のもとで、学習の流れはパターン化され、目標（入口）と評価（出
口）の場所が明らかになるため、CAN-DOリストに沿ったわかりやすい
手順で、確実に力をつけることができます。各Unitの流れ（横軸）につ
いては本資料次ページ参照。

Unit

5

Stage Activity 1

Unit

4

Unit

2
Unit

3
Unit

1

カナダの
生徒と
交流！ 

 Stage Activity　年間を大きな３つのテーマでまとめる、バックワードデザインでタスクを構成
（カナダとの交流を擬似体験）
❶日本の郷土文化の紹介
❷中学校生活のレポート
❸ミニディベート

89eighty-nine｜

New Words

 mini debate  
[míni dibéit]

 disagree [dìs6grí\]

 judge [dΩ%dΩ]

 the United States 
[ø6 ju(\)náitid stéits]

 variety [v6rái6ti]

 amazing [6méizi©]

 countryside 
[k%ntrisàid]

 seem [sí\m]

 

 for one thing

 eat out

 not ... at all

 論題に対して「賛成側」の理由になる内容と、「反対側」の理由になる内容とにわけま
しょう。そして、それぞれの理由に対して考えられる反論を次のⒶ～Ⓕの中から選
びましょう。

2

“Japan is a good country to live in.”に対して… 賛 成 反 対 考えられる
反論

例   The food in Japan is fantastic. Ⓐ

A great variety of things are sold in Japan.

I can’t stand the crowded trains.

Houses are too small.

Many people are friendly.

Every student has to wear the same uniform.

Ⓐ It’s expensive to eat out in Japan.

Ⓑ Uniforms are cool and pretty.

Ⓒ You can save time when you clean your house.

Ⓓ People buy things that they don’t need.

Ⓔ Trains in the countryside are not crowded at all.

Ⓕ People seem friendly, but they don’t show how they really feel.

論 題 Japan is a good country to live in.

立 場  I agree.　  I disagree.

主 張

I think [don’t think] that Japan is a good country to live in because ....

① .

② .

グループになって賛成側、反対側の立場を決め、自分の立場を主張するためのメモを作りましょう。
そして、同じ立場の人と相談して説得力のある主張を選んで、だれが何を言うか決めましょう。

2

手 順 時 間 具体的な進め方

1. 準備時間

2. 主張（賛成側） 1分 「日本は住むのによい国である」主張と理由を述べる。

3. 主張（反対側） 1分 「日本は住むのによい国ではない」主張と理由を述べる。

4. 作戦タイム 3分 相手の主張を受けて、質問する内容を考える。

5. 質疑応答（反対側から賛成側） 3分 反対側が賛成側に質問し、賛成側はそれに応答する。

6. 質疑応答（賛成側から反対側） 3分 賛成側が反対側に質問し、反対側はそれに応答する。

7. 判定（審判） 2分 どちらの主張のほうが説得力があったかとその理由を述べる。

ミニディベート（mini debate）の手順を確認しましょう。1

ディベートの準備をしようSTEP 2

ほかにも説得力のある理
由や反論を考えてみよう。

「ミニディベート」はディベー
トの簡略版で、いろいろなや
り方があるよ。役割をかえて
何ラウンドかできるといいね。

NHCE3_c_088_091_4C.indd   89NHCE3_c_088_091_4C.indd   89 2023/12/20   20:042023/12/20   20:04

88 ｜eighty-eight

ディベートとは、ある論題について賛成側と反対側にわかれ、ルールに従って議
論を行い、審

しん

判
ぱん

（ judge）が判定を行うゲームです。物事を論理的・多面的に考え、
説得力のある主張をできるようになるために、ディベートに挑

ちょう

戦
せん

しましょう。

GOAL 主張とその理由を明確にしながら、ミニディベートをすることができる。

Let’s Have a 
Mini Debate

Stage
Activity

3

反対側を説得するた
めに、賛成側からの
意見を論理的に主張
する

Agree Disagree
賛成側を説得するた
めに、反対側からの
意見を論理的に主張
する

Judge
両者の意見を聞いて最終的にどちらが

説得力があるか判定する

はじめに、論題をイメージしやすくするために、次のアメリカ人留学生の書いた文章を読みましょう。1

Japan is a good country to live in.「日本は住むのによい国である」という
論題についてミニディベートをします。

論題についての意見を読もうSTEP 1 p.69

目的・場面・状況

[133 words]

I’m a junior high school student 

from the United States.  I have lived 

in Japan for two years.

There are many great things about 

Japan that I like very much.  First, 

the food here is fantastic.  I love sushi, 

tempura, sukiyaki, and many other 

dishes.  Also, the variety of goods sold 

in Japan is amazing.  Stationery 

goods are especially colorful.  

However, there are negative sides, 

too.  For one thing, I can’t stand the 

crowded trains.  Houses are too small, 

too, especially in big cities.

My school life is great.  Many 

people are very friendly, and they help 

me with my Japanese.  However, I still 

don’t understand why every student 

has to wear the same uniform.  If we 

could wear different clothes, it would 

be more interesting.  What do you 

think?

5

10

15

20

Living in Japan
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次の 例  を参考にして、  でまとめた情報を整理しましょう。Thinking1

CHECK 日本や郷土の文化などについて、詳しい情報を加えて説明することができましたか。

Stage 1 (pp.6 –– 49) これまでの学習をふり返ろう ▶巻末口絵CAN-DOリスト

Writing 情報を整理してパンフレットを作ろう

例   Items

名称・定義

A furoshiki is a piece 

of cloth.  It is used to 

wrap and carry things.

詳しい説明
It is large and square, but 

you can fold it up and keep 

it in your pocket.

自分の考えや
おすすめ
ポイント

I want more people to use 

furoshiki.

パンフレットの原稿を書きましょう。グループになり、完成したパンフレットを使って、
日本文化を紹介したり感想をたずねたりしましょう。

2

 Food   Items   Events   Ideas   Sports / Games

A furoshiki is a piece of cloth.  It is 

used to wrap and carry things.  It is 

large and square, but you can fold it up 

and keep it in your pocket.

Furoshiki have been convenient and 

good for the environment.  If you use 

furoshiki instead of plastic bags, you 

won’t waste resources.

You can buy furoshiki in many shops 

in Japan.  I want more people to use 

furoshiki.

[70 words]

Furoshiki

Stage 1は、p.49までです。p.49までの学習を終えたら、巻末にあるCAN-DOリストで学習をふり返りましょう。

New Words

 item(s) [áit6m(z)]

 piece [pí\s]

 cloth [kl$\˙]

 wrap [r@p]

 fold [fóuld]

 convenient  
[k6nví\nj6nt]

 instead [instéd]

 resource(s)  
[rí\s4\Rs(iz)]

 

 a piece of

 fold ... up

 instead of

 

 won’t [wóunt] 
⇐ will not
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形 状
用
よ う

 途
と

Thinking 紹介する日本文化の情報をまとめよう

国際交流の授業で、カナダのバンクーバーの生徒から、ビデオレターが届きました。
相手が知りたい情報を確認しましょう。

紹介する日本文化のジャンルを1つ選び、次のマッピングを参考にして、伝える内容を考えましょう。
マッピングするときは、【観点】ごとにまとめましょう。

GOAL 日本や郷土の文化などについて、
詳しい情報を加えて説明することができる。

Discover JapanStage
Activity

1

1枚の布

材質・原料

プレゼント ものを包む

ビニールぶくろが不要 carry things

large and square

折りたためる ポケットに入る
but

and

 食べ物（納
なっ

豆
とう

、ご当地グルメなど）  動植物（秋田犬、桜など）
 伝統的な衣類（着物、浴衣など）  もの（ふろしき、多機能トイレなど）
 スポーツ、ゲーム（剣

けん

道
どう

、将
しょう

棋
ぎ

など）  考え方（「もったいない」、「おもてなし」など）

ジャンル

目的・場面・状況

furoshiki
例

・時期  ・季節  ・場所
・値段  ・歴史
・海外の文化との関係

その他の【観点】の例 できるだけ英語で書いて、
andやbutなどの関係を表
す語も添

そ
えておこう。

メモ
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New Words

 report [rip$\Rt]

 position [p6zíƒn]

 setter [sét6R]

 toss(ing) [t$\s(i©)]

 chance(s) [tƒ@ns(iz)]

 spiker(s) [spáik6R(z)]

 teammate(s)  
[tí\mmèit(s)]

 

 get the most out of

のやり取りを生かして、例  も参考にしながら活動報告の原稿を書きましょう。1

Stage 2 (pp.51 –– 75) これまでの学習をふり返ろう ▶巻末口絵CAN-DOリスト

Writing 活動報告の原稿を書こう

 Hi, everyone.  Today, I’m going to tell you about 

my club activities.

部活動、
委員会・係

 I was a member of the volleyball team.

したこと・
経験

 I was a setter.  I didn’t have many chances to play 

in games, but I practiced tossing to get the most out 

of our spikers.  In our last game in junior high, I was 

able to play.  I did my best and our team got third 

place.

感想など
 That is the event that moved me the most.  I 

will never forget the teammates who encouraged 

me so many times.

 Thank you.

例

原稿をもとに、もう一度活動報告をしましょう。
発表するときに大切なポイントにも気をつけましょう。

2

 content 内容  English 英語

 clear voice はっきりした声

 eye contact 視線

 gestures 身ぶり

 materials 掲
けい

示
じ

物
ぶつ

 speed スピード

 facial expressions 表情

Plus One

[90 words]

CHECK これまでの経験をふり返って
活動報告を発表することができましたか。

Stage 2は、p.75までです。p.75までの学習を終えたら、巻末にあるCAN-DOリストで学習をふり返りましょう。

カナダの生徒
の

カナダの生徒
の

ボランティア
活動！

ボランティア
活動！
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国際交流の授業で、バンクーバーの生徒から、ビデオレターが届きました。
相手が知りたい情報を確認しましょう。

GOAL これまでの経験をふり返って
活動報告を発表することができる。

My Activity ReportStage
Activity

2

取り組んできた活動のキーワードをまとめようThinking

目的・場面・状況

部活動、
委員会・係

例  volleyball team

したこと・経験 last game, did my best, got third place

感想など moved me the most

Plus One 即興で発表し合った内容について、 例  にならって質問やアドバイスを伝え合いましょう。

例1 もっと知りたいことをたずねる場合 例2 もっとよくするためのアドバイスをする場合

1 What position did you play?

I was a setter.

3 I think you should add a few 

more thoughts.

Oh, I see.  Thank you.

2 What have you practiced the most?

I’ve practiced tossing the most.

自分が取り組んできた活動について報告したいことを考え、キーワードを書き出しましょう。
そのあと、グループになり、メモをもとに1人30秒程度で、即興で発表し合いましょう。

メモ
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